
・場　所：当社ショールーム
・日　時：12月９日（土）
　　　　　10:00～17:00（１クール約1時間）
・内　容：ガイナ効果諸実験
・特　典：T ポイント 300P贈呈
・受講料：無料　※事前予約必要

http://edesign-inc.jp E-mail info@edesign-inc.jp

相談・見積
 無料

住まいの事でお困りの際は 何でもお気軽にご相談下さい！住まいの事でお困りの際は 何でもお気軽にご相談下さい！
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

お知らせ

　
こ
の
よ
う
な
場
合
の
治
療
費

は
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限

り
、
加
害
者
が
全
額
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
保
険
証
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、

医
療
機
関
で
支
払
う
分
以
外
の

医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
国
保
が

立
て
替
え
ま
す
が
、
後
日
、
国

保
か
ら
加
害
者
側
（
保
険
会
社

な
ど
）
に
請
求
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
酒
酔
い
運
転
や
無
免
許
運

転
、
故
意
に
負
傷
し
た
と
き
な

ど
、
ケ
ガ
の
原
因
に
よ
っ
て
は

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
示
談
が
成
立
す
る
と
示
談
の

内
容
が
優
先
さ
れ
、
本
来
国
保

が
加
害
者
に
請
求
す
べ
き
医
療

費
を
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
す
る
と

き
は
、
事
前
に
市
役
所
に
連
絡

す
る
と
と
も
に
、
示
談
書
に
国

保
が
立
て
替
え
て
い
る
医
療
費

を
加
害
者
が
別
途
支
払
う
旨
の

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
な
ど

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
で
、

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
に

か
か
る
場
合
は
、
必
ず
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
国

保
医
療
課
国
民
健
康
保
険
係
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
な
ぜ
届
出
が
必
要
な
の
？

①
こ
の
よ
う
な
時

保
険
証
は
使
え
な
い
の
？

③
保
険
証
が
使
え
な
い

こ
と
が
あ
る
の
？

　
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
明
細

書
か
ら
第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ

た
場
合
、
確
認
の
た
め
に
電
話

や
文
書
で
照
会
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

　
交
通
事
故
な
ど
相
手
方
の
過

失
が
原
因
で
国
保
を
使
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
が
な

い
場
合
に
は
、
加
害
者
が
本
来

負
担
す
べ
き
医
療
費
を
国
保
会

計
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
財
政
の
健
全
運
営
の

た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

☎
（
36
）
１
３
６
３

交
通
事
故
に遭っ

た
と
き

国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
へ

　

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
と
き
に
信
号
無
視

を
し
た
自
動
車
に
接
触
し
、
病
院
に
運
び
込
ま

れ
た
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
の
Ａ
さ
ん
。

幸
い
に
も
軽
傷
で
あ
っ
た
た
め
、
治
療
を
終
え
、

支
払
い
を
済
ま
せ
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、
病
院

窓
口
で
「
国
保
の
保
険
証
が
使
え
る
か
市
役
所

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の

治
療
に
保
険
証
を
使
う
場
合
は
届
出
を

内
容
を
盛
り
込
む
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
示
談
が
成

立
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
示

談
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

④
示
談
す
る
と
き
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

式典行事で作文を
発表する野田さん

（敬称略）

作文コンクール入賞作品

題材：海や川や水産業に関するもの

小学校
低学年の部

小学校
高学年の部 中学校の部 高等学校の部

大会
会長賞

野田光輝
／東郷小２年

生野凱翔
／赤間小５年

伊賀﨑淳
／自由ヶ丘中
　１年

吉田稜
／宗像高校１年

農林水産
大臣賞

白石修也
／玄海東小３年

中村雪乃
／赤間西小６年

藤本瑞希
／宗像中１年

伊藤真帆
／宗像高校２年

環境
大臣賞

伊賀﨑望
／自由ヶ丘南小
　３年

和田弥愛
／玄海東小５年

野中杏夏
／豊前市立
　八屋中２年

坂上真咲
／筑紫丘高校
　３年

水産庁
長官賞

橋本柚月
／地島小３年

小野伽音
／福岡市立
　西高宮小６年

谷口千秋
／日の里中２年

仲子陽香
／三池高校２年

福岡県
知事賞

松藤光咲
／自由ヶ丘南小
　３年

福﨑ひなの
／東郷小４年

松本愛梨
／日の里中２年

稲光遥夏
／香椎高校１年

（敬称略）

絵画コンクール入賞作品 習字コンクール入賞作品

題材：海や川や水産業に関するもの 『うみ』 『美しい海』 『故郷の海』

小学校
低学年の部

小学校
高学年の部 中学校の部 小学校

低学年の部
小学校

高学年の部 中学校の部

福岡県知事賞
濱田真子
／北九州市立
　萩原小２年

西川あい
／地島小４年

山口榛華
／日の里中３年

上崎愛葉
／久留米市立
　西牟田小１年

小方麻鈴
／日の里西小
　６年

江藤伊緒理
／城山中３年

県教育委員会賞 金川希愛羽
／大島小２年

今井更蒼
／日の里西小
　６年

那須祐実
／自由ヶ丘中
　３年

岡田桃果
／赤間小２年

松尾龍之介
／赤間小６年

田尻愛菜
／城山中２年

県漁連
代表理事会長賞

橋本柚月
／地島小３年

大庭凜
／玄海東小６年

青木悠真
／玄海中２年

徳永春菜
／福津市立
　津屋崎小３年

代田賢志
／赤間小６年

田畑もみじ
／城山中２年

福岡有明海漁連
代表理事会長賞

辻結吏
／大川市立田口
　小３年

上村柚月
／行橋市立
　行橋北小６年

惣城葵
／自由ヶ丘中
　２年

稲原啓乃
／東郷小３年

田畑ひより
／赤間小５年

村上彩乃
／筑後市立
　筑後中３年

県内水面漁連
代表理事会長賞

井浦進吾
／豊前市立
　千束小３年

山下沙那
／広川町立
　下広川小４年

松本愛利香
／河東中３年

松尾孝太郎
／赤間小３年

矢部真絢
／久留米市立
　西牟田小６年

都合彩菜
／朝倉市立
　杷木中２年

豊前海区
漁協長会
会長理事賞

永嶋桜子
／玄海小２年

廣畑七海
／赤間小６年

飯田日菜子
／日の里中３年

永嶋桜子
／玄海小２年

大野晴都
／福津市立
　津屋崎小６年

鍋島令奈
／城山中１年

　大会の意義や海・川の恵み、環境保全の大切さについて、理解
を深めることを目的に、県内の児童・生徒を対象に、作文、絵画、
習字コンクールが行われ、約6,000点もの応募がありました。
　式典行事では、野田光輝（こうき）さん（東郷小２年）が自身
の最優秀作文を発表し、作品コンクールの入賞者の表彰も行われ
ました。また、前日の10月28日には、天皇皇后両陛下が絵画、
習字の優秀作品をご覧になり、受賞者一人一人にお声を掛けられ
ました。
■問い合わせ先　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055

＊受賞作品に関する詳細は、市 ＨＰ http://www.city.munaka
　ta.lg.jp/で確認を

優秀賞受賞者に
お声を掛けられる両陛下

作品コンクール
入賞者が

決まりました

会場に展示された
優秀作品

調
査
に
協
力
を

国
保
財
政
を

圧
迫
し
な
い
た
め
に
も


